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倭
の
女
王 

●
倭
の
女
王
ヒ
ミ
コ
と
纏
向
上
之
宮
／
日
前
の
西
都
と
日
高
見
国
の
東
都 

二
二
〇
年
代
前
半
、
纏
向
宮
づ
く
り
が
進
む
最
中
に
、
天
照
大
神
が
俄
か
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
享
年
七
十
余
歳

だ
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
女
は
舅
や
夫
の
大
葬
に
追
わ
れ
た
が
、
一
息
つ
く
と
夫
の
天
照
大
神
の
地
位
を
引
き
継
ぎ
、

倭
の
女
王
ヒ
ミ
コ
に
立
っ
て
い
た
。 

月
日
が
経
っ
て
上か

み

之の

宮
（
巻
向
駅
北
、
辻
・
巻
野
内
）
と
呼
ば
れ
る
宮
殿
が
晴
れ
て
落
成
す
る
と
、
素
戔
嗚
は
卿

と
な
っ
て
兵
主

ひ
ょ
う
ず

な
る
最
高
位
（
大
将
格
）
に
昇
り
、
邪
馬
台
国
軍
を
一
手
に
握
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
親
衛
隊

を
率
い
て
宮
殿
警
護
に
あ
た
っ
た
。
太
夫
と
な
っ
た
大
己
貴
も
、
射い

楯だ
て

の
神
と
し
て
都
周
辺
や
市
場
近
辺
に
数
多

の
将
兵
を
繰
り
出
し
、
治
安
維
持
に
目
を
光
ら
せ
て
き
た
。 

こ
の
時
期
、
つ
ま
り
三
世
紀
前
半
、
纏
向
に
突
如
と
し
て
巨
大
な
都
市
が
出
現
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
巻
向
駅
を

中
心
に
し
て
東
西
二
㌔
㍍
、
南
北
一
・
五
㌔
㍍
、
広
さ
四
平
方
㌔
㍍
に
及
び
、
唐
古
・
鍵
や
吉
野
ケ
里
を
凌
い
で

邪
馬
台
国
時
代
の
最
大
都
市
に
発
展
し
て
い
く
。 

こ
の
都
市
が
拡
大
す
る
頃
、纏
向
地
区
に
最
古
の
纏
向
石
塚
古
墳
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
南
の
箸
中
地
区
で
も
、

矢
塚
古
墳
、
勝
山
古
墳
、
東
田
大
塚
古
墳
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
な
ど
纏
向
型
と
呼
ば
れ
る
出
現
期
大
型
前
方
後
円
墳

が
矢
継
ぎ
早
に
築
造
さ
れ
た
。 

【
纏
向
遺
跡
】
（
奈
良
県
桜
井
市
）
、
三
世
紀
に
始
ま
る
遺
跡
で
、
こ
こ
か
ら
一
万
枚
以
上
の
檜
矢
板
を
打
ち

込
ん
だ
大
溝
と
と
も
に
、
多
量
の
土
器
が
出
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
南
関
東
・
東
海
・
北
陸
・
近
江
・
出
雲
・

西
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
土
器
が
十
五
～
二
〇
％
も
占
め
る
。
そ
の
半
数
近
く
が
東
海
系
の
土
器
、
つ
い
で
出
雲

系
が
多
い
。 

【
纏
向
石
塚
古
墳
】
、
箸
墓
古
墳
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
定
型
化
す
る
以
前
の
全
長
九
六
㍍
の
帆
立
貝
形
前
方
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後
円
墳
で
、
周
濠
か
ら
大
量
の
土
器
、
弧
文
円
板
と
呼
ば
れ
る
木
製
品
が
出
た
。
同
じ
模
様
は
楯
築
神
社
の

神
石
に
も
あ
る
。
最
古
の
土
師
器
が
出
土
す
る
纏
向
型
前
方
後
円
墳
の
典
型
と
さ
れ
て
お
り
、
三
世
紀
初
頭

の
築
造
と
す
る
考
え
や
、
三
世
紀
後
半
の
築
造
と
す
る
考
え
が
あ
る
。 

【
勝
山
古
墳
】
、
平
成
十
三
年
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
古
墳
の
周
濠
く
び
れ
部
埋
土

中
か
ら
大
量
に
見
つ
か
っ
た
檜
材
は
、
年
輪
年
代
測
定
法
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
西
暦
二
〇
三
年
か
ら
二
一

一
年
に
か
け
て
伐
採
さ
れ
た
木
と
さ
れ
、
伐
採
後
す
ぐ
に
古
墳
上
に
建
立
さ
れ
た
ら
し
い
。 

勝
山
古
墳
の
築
造
期
が
ヒ
ミ
コ
の
時
代
と
重
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
弥
生
時
代
と
さ
れ
て
き
た
邪
馬
台

国
時
代
が
、
古
墳
時
代
と
判
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
同
時
に
出
土
し
た
土
器
が
従
来
の
年
代
測
定
法

で
は
三
世
紀
後
半
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
指
摘
も
あ
る
。 

「
木
材
の
伐
採
年
と
古
墳
築
造
時
期
を
同
一
視
す
る
考
え
方
、
も
し
く
は
土
器
の
年
代
測
定
法
や
年
輪
年
代

測
定
法
の
い
ず
れ
か
に
問
題
が
あ
る
」 

【
東
田
大
塚
古
墳
】
（
桜
井
市
東
田
）
、
全
長
九
六
㍍
の
葺
石
さ
れ
た
纏
向
型
前
方
後
円
墳
で
、
円
墳
部
の
み

に
幅
二
○
㍍
の
周
濠
を
伴
う
。
三
世
紀
後
半
の
築
造
と
さ
れ
る
。 

【
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
】
（
桜
井
市
大
字
箸
中
）、
古
墳
時
代
前
期
初
頭
に
、
箸
墓
古
墳
東
の
丘
陵
に
築
か
れ
た
全

長
八
〇
㍍
の
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
で
、
葺
石
と
周
濠
を
伴
う
。
副
葬
品
や
埋
葬
施
設
か
ら
、
箸
墓
古
墳
や

椿
井
大
塚
山
古
墳
で
代
表
さ
れ
る
定
型
化
し
た
出
現
期
大
型
前
方
後
円
墳
の
時
期
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
三
世

紀
前
半
～
中
葉
の
纏
向
型
前
方
後
円
墳
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

後
円
部
中
央
に
設
け
ら
れ
た
石
囲
み
（
長
さ
七
㍍
、
幅
二
・
六
㍍
、
高
さ
一
・
五
㍍
）
内
に
コ
ウ
ヤ
マ
キ
製

の
木
槨
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
平
縁
の
画
文
帯
神
獣
鏡
一
、
素
環
頭
太
刀
一
口
、
鉄
製
刀
剣
類
十
口

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
た
。
木
槨
内
部
は
水
銀
朱
で
覆
わ
れ
て
い
た
。 

宮
中
で
の
女
王
は
、
千
人
の
侍
女
を
侍
ら
せ
る
中
で
、
鬼
道
を
操
り
な
が
ら
祭
祀
と
政
治
を
行
う
祭
政
一
途
に
勤
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し
ん
で
き
た
。 

大
事
を
決
す
る
際
に
は
、
そ
の
つ
ど
祭
場
を
設
け
て
、
分
身
の
瀬
織
津
姫
を
神
憑
り
す
る
巫
女
と
し
て
傍
ら
に

侍
ら
せ
な
が
ら
、
天
照
大
神
の
お
告
げ
を
請
う
た
。
す
る
と
、
天
照
大
神
が
瀬
織
津
姫
に
乗
り
移
っ
て
き
て
神
託

に
つ
い
て
細
々
と
口
寄
せ
し
た
。 

女
王
と
分
身
は
鬼
道
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
天
照
ら
す
大
日
孁
、
大
日

お
お
ひ
る

孁め

貴む
ち

、
ま
た
は
厳い

つ

之の

御み

魂た
ま

天あ
ま

疎
さ
か
る

向む
か

津つ

媛

と
呼
ば
れ
た
。
貴
は
貴
人
に
対
す
る
尊
称
、
日
は
日
の
神
を
表
す
。
孁
は
両
手
に
玉
と
鈴
の
呪
具
を
持
ち
、
神
憑

り
し
て
先
祖
の
お
告
げ
を
語
る
巫
女
の
意
で
、
こ
の
名
は
鬼
道
に
仕
え
る
日
の
御
子
、
日
巫
女
と
言
う
に
等
し
い
。 

☆
瀬
織
津
姫
が
天
照
大
御
神
か
ら
引
き
継
ぐ
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
な
る
異
名
か
ら
、
二
人
は
共
に
天
之
国

を
離
れ
て
（
天
疎
）、
厳
之
国
に
移
籍
（
厳
之
御
魂
）
し
た
の
が
見
て
取
れ
な
い
か
。 

こ
の
時
か
ら
、
三
輪
氏
ら
が
主
導
し
た
厳
之
国
王
朝
は
、
高
天
（
倭
）
一
門
の
天
（
水
）
之
国
に
呑
み
込
ま
れ
た
。

だ
が
そ
の
実
体
は
、
厳
之
国
王
朝
の
上
に
天
（
水
）
が
覆
い
被
さ
っ
た
も
の
だ
っ
た
故
、
天
（
厳
）
之
国
王
朝
（
倭

国
）
と
呼
ん
で
お
く
。
以
後
、
天
（
水
）
が
新
王
朝
を
主
導
す
る
こ
と
で
、
畿
内
の
鉄
器
づ
く
り
が
勢
い
づ
い
た
。

こ
こ
に
ヒ
ミ
コ
率
い
る
高
天
は
、
晴
れ
て
倭
国
と
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
状
況
下
で
、
ヒ
ミ
コ
は
石
凝
姥
に
対
し
て
、 

「
真
経
津
鏡
と
同
類
の
鏡
（
こ
れ
も
八
咫
鏡
と
呼
ぶ
）
を
即
位
式
ま
で
に
量
産
せ
よ
」
と
命
じ
た
。 

火
瓊
瓊
杵
は
こ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
、
自
身
の
持
つ
日
の
像
の
八
咫
鏡
（
最
初
に
鋳
込
ま
れ
た
鏡
）
が
天
璽
で

な
い
と
知
っ
た
。
し
か
も
、
天
璽
の
剣
ま
で
召
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
が
、
天
孫
と
し
て
日
神
に
仕
え

る
こ
と
を
固
く
誓
っ
て
き
た
彼
は
、
ヒ
ミ
コ
に
逆
ら
う
こ
と
だ
け
は
避
け
た
。 

日
が
経
っ
て
即
位
式
が
間
近
に
迫
る
と
、
薩
摩
か
ら
火
瓊
瓊
杵
、
日
高
見
国
か
ら
も
天
火
明
が
駆
け
つ
け
た
。 

【
海
部
氏
系
図
本
系
図
】 

始
祖
彦
火
明 

─
 

○ ─
 

○ ─
 

三
世
孫
倭
宿
禰
（
珍
彦
）─

 

武
振
熊 
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「
大お

お

祓
は
ら
え

の
詞

こ
と
ば

」
、「
此か

く
依よ

さ
し
奉ま

つ

り
し
四
方

よ
も

の
国
中

く
に
な
か

と
大お

お

倭
や
ま
と

日
高
見
国

ひ
だ
か
み
の
く
に

を
安
国

や
す
く
に

と
定
め
奉
り
て
、
下
つ
磐
根
に
宮
柱
太
敷
き
立

て 
高
天
原
に
千
木
高
知
り
て
皇
御
孫
命
の
端
の
御
殿
仕
え
奉
り

て
・
・
」 

「
出
雲
国
造
神
賀
詞

か

ん

よ
ご

と

」、
「
大
穴
持
の
申
し
給
わ
く
、
『
皇
御
孫
尊

の
静
ま
り
坐
さ
む
大
倭
国
』
と
申
し
て
、
己
の
和
魂
を
八
咫
鏡
に

取
り
つ
け
、
倭
の
大
物
主
、
櫛
甕
玉
尊
と
称
え
て
大お

お

御み

和わ

の
神
奈

備
（
桜
井
市
大
神
神
社
）
に
坐
せ
、
己
の
御
子
、
味
ス
キ
高
彦
根

尊
の
御
魂
を
葛
木
の
鴨
の
神
奈
備
に
坐
せ
（
御
所
市
高
鴨
神

社
）、
事
代
主
の
御
魂
を
宇
奈
堤
に
坐
せ
（
鴨
都
波
神
社
）、
・
・

皇
御
孫
に
近
き
守
り
神
と
奉
り
お
き
て
」 

☆
こ
こ
に
言
う
彦
火
明
は
皇
御
孫
の
天
火
明
、
大
穴
持
は
天
照
大

神
、
大
国
主
神
は
大
己
貴
命
の
こ
と
だ
。 

式
当
日
に
は
、
紀
伊
の
五
十
猛
（
天
日
槍
）
を
初
め
、
西
海
・
出
雲
・

吉
備
・
近
畿
・
南
海
・
北
陸
・
東
海
の
豪
族
ら
が
一
人
残
ら
ず
参
集
し
て

き
た
。 

ヒ
ミ
コ
は
そ
の
晴
れ
の
舞
台
で
、
将
来
の
国
の
か
た
ち
に
つ
い
て
、
こ

う
披
露
し
て
み
せ
た
。 

一
、
ヒ
ミ
コ
は
上
之
宮
に
居
住
し
て
、
天
つ
神
や
侍
女
千
余
人
を
従
え
な
が
ら
政
務
を
見
る
。 
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一
、
素
戔
嗚
は
政
の
補
佐
役
も
勤
め
る
こ
と
。 

一
、
大
神
家
は
大
倭
家
に
代
わ
っ
て
、
筆
頭
職
に
就
け
。
大
倭
家
は
従
前
の
職
を
辞
し
、
市
や
交
易
の
監
督
、
租

賦
の
収
納
、
邸
閣
の
管
理
に
専
念
せ
よ
。 

一
、
火
瓊
瓊
杵
は
、
身
の
安
全
や
大
倭
と
の
連
携
を
優
先
し
て
日
向
に
西
都
を
開
き
、日
隈
を
日ひ

前ま
え

と
改
名
せ
よ
。 

一
、
日
高
見
国
の
天
火
明
は
、
日
前
の
後
詰
と
な
っ
て
走
り
回
れ
。
い
ず
れ
大
倭
大
国
玉
も
兼
ね
さ
せ
る
。 

一
、
大
己
貴
は
大
神

お
お
み
わ

大
物
主
と
な
っ
て
天
火
明
に
仕
え
、
天
下
の
国
づ
く
り
に
励
め
。 

つ
い
で
ヒ
ミ
コ
は
、
新
造
し
た
八
咫
鏡
を
豪
族
ら
に
一
枚
ず
つ
授
け
て
、 

「
こ
の
鏡
に
は
、
呉
の
太
伯
や
夫
差
に
つ
な
が
る
天
之
国
一
門
は
勿
論
の
こ
と
、
夏
后
帝
小
康
・
越
王
句
践
に
つ

な
が
る
越
オ
ロ
チ
族
に
対
し
て
も
、
心
を
一
つ
に
し
て
国
づ
く
り
に
励
む
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

皆
は
国
許
に
戻
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
祭
壇
中
央
に
飾
っ
て
祖
霊
と
共
に
祀
れ
。
こ
の
鏡
に
対
し
て
は
、
私
に
面

す
る
ご
と
く
振
舞
え
」 

と
命
じ
、
そ
れ
ま
で
の
領
国
を
安
堵
し
た
。 

こ
う
し
て
、
東
西
の
二
朝
は
統
一
王
朝
を
う
ち
立
て
た
。
大
己
貴
は
大
神
大
物
主
と
な
っ
て
天
火
明
に
仕
え
、
こ

の
王
朝
づ
く
り
に
東
奔
西
走
し
た
こ
と
で
、
大
穴
持
と
同
じ
く
国
作
大
己
貴
命
と
称
え
ら
れ
た
。 

『
日
本
書
紀
』、
「
大
国
主
神
、
亦
の
名
は
大
物
主
神
、
ま
た
は
国く

に

作
つ
く
り
の

大
己
貴
命
と
号も

う

す
」 

こ
の
時
期
、
巨
大
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
銅
鐸
は
、
近
畿
・
東
海
な
ど
で
一
斉
に
山
中
や
土
中
に
埋
め
ら
れ
た
。

そ
の
時
期
は
、
二
二
〇
年
代
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
綴
っ
て
み
た
。 

「
大
倭
家
一
門
は
、
大
乱
最
中
に
天
照
大
神
方
に
乗
り
替
え
し
た
こ
と
で
殊
の
ほ
か
優
遇
さ
れ
、
好
き
勝
手
な
銅

鐸
を
造
っ
て
は
祭
祀
三
昧
に
明
け
暮
れ
て
き
た
。 

そ
の
結
果
、
近
畿
や
東
海
の
銅
鐸
は
巨
大
化
し
た
。
だ
が
、
ヒ
ミ
コ
は
こ
の
国
の
心
変
わ
り
を
許
さ
ず
、
大
神
家
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が
大
倭
家
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
も
黙
認
し
て
き
た
。 

ヒ
ミ
コ
の
即
位
後
、
所
領
に
戻
っ
た
大
倭
家
一
門
は
、
彼
女
か
ら
賜
っ
た
八
咫
鏡
を
祭
壇
中
央
に
飾
っ
て
祖
霊

と
一
緒
に
祀
っ
て
み
た
が
、
銅
鐸
を
祀
り
置
く
場
所
に
戸
惑
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
に
銅
鐸
を
扱
っ
て
い
る

と
、
八
咫
鏡
を
疎
か
に
し
た
と
疑
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
銅
鐸
の
埋
め
隠
し
に
奔
走
し
た
」 

【
桜
ヶ
丘
町
銅
鐸
】
（
神
戸
市
灘
区
）
、
灘
区
桜
ヶ
丘
町
の
尾
根
か
ら
十
四
個
の
銅
鐸
が
出
た
。
ひ
と
き
わ
大

き
な
六
号
銅
鐸
は
、
全
高
六
十
三
・
七
㌢
㍍
。
埋
納
時
期
は
、
弥
生
後
期
か
そ
れ
以
後
と
さ
れ
る
。 

【
大
岩
山
銅
鐸
】
（
滋
賀
県
野
洲
市
）
、
明
治
十
四
年
、
大
岩
山
か
ら
銅
鐸
十
四
個
、
昭
和
三
十
四
年
に
十
四

個
の
銅
鐸
が
出
土
し
た
。
高
さ
一
三
五
㌢
㍍
の
最
新
式
巨
大
銅
鐸
は
、
二
〇
〇
年
頃
に
埋
納
さ
れ
た
ら
し
い
。 

【
矢
野
遺
跡
の
銅
鐸
】
（
徳
島
市
）、
徳
島
県
最
大
級
の
弥
生
集
落
、
矢
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
最
新
式
の
巨

大
銅
鐸
で
、
全
高
九
七
・
八
㌢
㍍
も
あ
る
。
埋
納
さ
れ
た
時
期
は
、
二
〇
〇
年
頃
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
笠
沙
宮
に
戻
っ
た
火
瓊
瓊
杵
は
日
向
の
西
都
市
妻
に
遷
都
し
て
、
そ
こ
を
日
前
、
笠
沙
宮
、
西
都
と
呼

ん
で
き
た
。「
倭
人
伝
」
は
投
馬

つ

ま

国
と
記
し
て
い
る
。
早
く
言
う
と
、
日
神
の
目
の
届
き
易
い
所
に
移
さ
れ
た
の
だ
。 

☆
火
瓊
瓊
杵
が
婿
入
り
す
る
木
花
開
耶
姫
の
妻
の
国
が
西
都
に
移
る
こ
と
で
、
投
馬
国
と
も
西
都
の
妻
（
西

都
市
妻
）
と
呼
ば
れ
た
わ
け
だ
。 

と
こ
ろ
で
、
大
倭
に
日
高
見
国
を
建
て
た
天
火
明
や
、
葦
原
中
つ
国
平
定
の
任
を
全
う
し
た
経
津
主
・
武
甕
槌
、

そ
れ
に
火
瓊
瓊
杵
に
随
伴
し
た
事
勝
国
勝
（
鹽
土
老
翁
、
女
神
大
山
衹
の
婿
）
は
、
そ
の
後
ど
う
し
て
い
た
の
か
。 

天
火
明
が
大
倭
に
日
高
見
国
を
建
て
た
当
初
か
ら
、
東
国
の
蝦
夷
が
尾
張
家
所
領
に
頻
繁
に
出
没
し
て
、
人
民
や

農
作
物
を
掠
め
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
高
皇
産
霊
は
、
か
つ
て
、 

「
東
征
し
て
領
土
を
一
気
に
拡
大
し
、
彼
ら
を
北
に
追
い
払
う
か
、
生
け
捕
り
に
し
て
南
国
に
送
り
込
め
」 

と
下
命
し
て
い
た
。 

天
火
明
が
経
津
主
・
武
甕
槌
・
事
勝
国
勝
ら
大
軍
を
引
き
連
れ
、
東
海
東
、
関
東
平
野
、
房
総
半
島
、
霞
ヶ
浦
周
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辺
、
北
関
東
を
短
期
間
に
制
圧
し
て
仙
台
平
野
に
攻
め
入
り
、
常
陸
や
陸
奥
に
ま
た
が
る
日
高
見
国
を
建
て
た
こ

と
は
、
以
下
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
倭
国
の
領
域
は
再
び
常
陸
や
陸
奥
に
ま
で
及
ん
だ
。
文
献

や
考
古
学
か
ら
も
仙
台
平
野
で
は
、
弥
生
中
期
か
ら
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
て
い
た
の
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。 

「
倭
人
伝
」
、「
女
王
国
の
東
、
海
を
渡
る
こ
と
千
余
里
に
し
て
、
ま
た
国
あ
り
、
皆
倭
種
な
り
」 

『
常
陸
国
風
土
記
』、
「
鹿
島
の
神
は
、
高
天
の
原
か
ら
降
っ
て
来
た
」、 

「
経
津
主
は
、
天
か
ら
降
っ
て
来
て
香
取
の
地
に
武
具
を
脱
ぎ
留
め
、
天
に
帰
っ
た
」、 

『
日
本
書
紀
』
や
万
葉
集
引
用
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
逸
文
、
「
こ
の
地
（
信
太
）
は
、
も
と
日
高
見
」 

「
景
行
紀
」
、「
竹
内
宿
禰
、
東
国
よ
り
還
て
奏
し
て
言
さ
く
、
『
東
の
夷
の
中
に
、
日
高
見
国
あ
り
」 

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』、
「
天
火
明
は
、
国
常
立
が
開
い
た
日
高
見
国
（
房
総
～
陸
奥
？
）
の
都
で
育
っ
た
」 

【
沓
形
遺
跡
】
（
仙
台
市
若
林
区
）
、
約
二
〇
〇
〇
年
前
、
海
岸
線
か
ら
二
㌔
㍍
離
れ
た
水
田
地
帯
（
広
さ
二

〇
万
平
方
㍍
、
標
高
二
～
三
㍍
）
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
約
三
〇
㌢
㍍
の
海
砂
層
で
覆
い
尽
く
し
た
。 

【
中
在
家
遺
跡
】
（
同
）、
市
内
東
部
の
河
川
跡
や
湿
地
帯
に
存
在
し
た
広
さ
四
万
平
方
㍍
の
遺
跡
で
、
遺
跡

最
下
層
か
ら
弥
生
中
期
の
鍬
・
鋤
・
臼
・
杵
な
ど
農
具
、
斧
の
柄
、
弓
や
櫂
な
ど
が
出
土
し
た
。 

〔
鹿
島
神
宮
〕（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）
、
古
く
は
「
香
島
の
天
の
大
神
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
祭
神
は
大
己
貴
に
国
ゆ
ず

り
を
迫
り
、
戦
わ
ず
し
て
葦
原
中
つ
国
を
平
定
し
た
武
甕
槌
大
神
。
神
武
天
皇
は
即
位
元
年
に
使
い
を
送
り
、
勅

祭
し
た
と
伝
わ
る
。
古
く
か
ら
、
鹿
を
神
の
使
い
と
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
市
春
日
野
の
春
日

大
社
の
祭
神
は
、
こ
の
地
か
ら
白
鹿
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。 

〔
鹽
竃
神
社
〕
（
宮
城
県
塩
竃
市
）、
元
来
、
当
地
に
は
塩
竃
神
社
の
み
が
鎮
座
し
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
志
波

彦
神
社
が
境
内
に
遷
座
し
て
き
て
、
現
在
の
正
式
名
称
は
志
波
彦
神
社
・
塩
竃
神
社
に
変
わ
っ
た
。 

塩
竃
神
社
左
宮
の
祭
神
は
武
甕
槌
命
、
右
宮
は
経
津
主
命
、
別
宮
は
鹽
土
老
翁
神
。
鹽
竃
の
由
来
は
、
鹽
土
老
が

塩
の
作
り
方
を
当
地
で
教
え
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
創
祀
は
随
分
と
古
い
ら
し
い
。 
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そ
の
後
、
ヒ
ミ
コ
は
天
火
明
に
命
じ
て
、
日
高
見
国
を
千
葉
県
市
原
市
惣
社

に
国
替
え
さ
せ
、
房
総
か
ら
陸
奥
ま
で
隈
な
く
支
配
で
き
る
東
の
拠
点
、
東

都
を
築
か
せ
、
纏
向
宮
に
足
し
げ
く
通
わ
せ
た
。 

要
す
る
に
、
東
に
天
孫
天
火
明
の
東
都
、
西
に
天
孫
火
瓊
瓊
杵
の
西
都
が
並

び
立
っ
た
の
で
あ
る
。 

女
王
ヒ
ミ
コ
が
纏
向
に
都
し
て
、南
九
州
か
ら
北
の
陸
奥
ま
で
統
治
し
た
こ

と
や
、
天
火
明
が
纏
向
宮
近
く
に
あ
っ
た
大
倭
日
高
見
国
を
房
総
に
遷
し
て

東
都
を
開
き
、
当
時
の
東
海
道
（
伊
勢
・
尾
張
～
総
・
常
陸
・
陸
奥
）
を
統

治
し
た
り
、
東
山
道
・
北
陸
道
に
ま
で
力
を
及
ぼ
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
纏

向
遺
跡
・
市
原
市
惣
社
の
発
掘
結
果
、
及
び
寺
沢
薫
氏
の
提
唱
す
る
纏
向
型

前
方
後
円
墳
が
陸
奥
～
九
州
に
散
在
す
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
実
証
で
き
る
。 

三
世
紀
に
栄
え
た
纏
向
遺
跡
か
ら
は
、
南
関
東
の
土
器
類
が
多
数
見
つ
か
っ

た
し
、
市
原
市
神
門
四
号
墳
の
跡
地
か
ら
も
纏
向
三
式
頃
（
二
五
〇
年
～
二

七
〇
年
？
）
の
畿
内
系
土
器
が
大
量
に
出
て
く
る
か
ら
だ
。 

〔
神
門
（
ご
う
ど
）
五
号
墳
説
明
板
（
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会
、
平
成
二
十

六
年
三
月
）
〕、「
邪
馬
台
国
時
代
、
西
暦
三
世
紀
に
な
る
と
、
汎
列
島
規
模
で

地
域
間
の
交
流
が
活
発
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
時
期
、
国
分
寺
台
地
区
の
中な

か

台で

遺
跡
、
南
中
台
遺
跡
、
長
平
台
遺
跡
、

天
神
台
遺
跡
な
ど
で
は
、
近
畿
地
方
（
奈
良
県
、
滋
賀
県
周
辺
）
や
北
陸
地
方
（
福
井
県
周
辺
）、
東
海
地
方
（
愛

知
県
、
静
岡
県
周
辺
）、
北
関
東
地
方
（
茨
城
県
、
栃
木
県
周
辺
）
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
た
土
器
が
出
土
し
、
こ
う

し
た
地
域
か
ら
の
移
住
や
交
流
の
地
と
し
て
、
国
分
寺
台
地
区
は
東
日
本
で
も
拠
点
的
な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。 
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こ
れ
ら
の
遺
跡
群
を
中
核
と
し
た
地
域
統
合
の
象
徴
と
し
て
、
神
門
古
墳
群
（
三
号
、
四
号
、
五
号
墳
）
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
跡
群
の
中
心
と
な
る
中
台
遺
跡
で
は
、
祭
政
の
場
と
推
定
さ
れ
て
い
る
神
殿
風
の
掘
立

柱
建
築
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

周
囲
に
幅
六
㍍
の
周
濠
を
め
ぐ
ら
せ
た
五
号
墳
は
、
高
さ
五
㍍
、
墳
径
三
○
～
三
二
・
五
㍍
、
前
方
部
の
長
さ
一

二
㍍
か
ら
な
る
前
方
部
短
小
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
こ
う
し
た
墳
形
は
、
前
方
後
円
墳
が
定
型
化
す
る
以
前
の
特

徴
で
す
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
は
、
奈
良
県
桜
井
市
纏
向
古
墳
群
を
中
心
と
し
、
全
国
的
に
も
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、

五
号
墳
は
東
日
本
に
お
い
て
最
古
の
古
墳
で
す
。
三
世
紀
前
半
の
造
墓
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

神
門
五
号
墳
は
、
市
原
に
お
け
る
国
づ
く
り
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
古
墳
発
生
と
前
方
後
円
墳

の
起
源
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
古
墳
で
す
」 

【
神
門
五
・
四
・
三
号
墳
】（
市
原
市
惣
社
）
、
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
四
号
墳
（
全
長
四
九
㍍
）
、
三
号
墳
（
全

長
四
七
㍍
余
）
の
築
造
期
は
、
三
世
紀
前
半
か
ら
後
葉
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
三
号
墳
は
、
纏
向
東
田
大

塚
古
墳
と
同
形
で
、
ほ
ぼ
二
分
の
一
の
比
率
で
造
ら
れ
て
い
た
。 

五
号
墳
か
ら
は
鉄
剣
、
近
江
・
東
海
系
の
鉄
鏃
、
東
海
系
の
高
坏
な
ど
祭
祀
用
土
器
、
四
・
三
号
墳
か
ら
も

短
剣
・
鉄
槍
・
鉄
鏃
、
東
海
系
の
特
殊
壺
・
高
坏
な
ど
祭
祀
用
土
器
が
出
土
し
た
。 

三
号
墳
出
土
の
鉄
鏃
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
鉄
鏃
と
似
て
お
り
、
時
期
的
に
も
近
い
と
さ
れ
る
。 

纏
向
型
前
方
後
円
墳
の
提
唱
者
、
寺
沢
薫
氏
は
、
纏
向
の
石
塚
古
墳
や
矢
塚
古
墳
、
神
門
古
墳
群
中
の
五
号
墳
・

四
号
墳
（
千
葉
県
市
原
市
）
、
津
古
生
掛
古
墳
（
福
岡
県
小
郡
市
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
し
た
。 

こ
れ
以
外
に
も
、
纏
向
地
区
の
勝
山
古
墳
・
東
田
大
塚
古
墳
・
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
、
端
陵
（
木
花
開
耶
姫
陵
、
鹿
児

島
県
薩
摩
川
内
市
）、
臼
ケ
森
古
墳
（
福
島
県
会
津
坂
下
町
）
な
ど
、
中
国
の
尺
度
に
倣
っ
た
規
格
と
類
型
、
畿
内

系
土
器
を
共
有
す
る
出
現
期
古
墳
が
、
出
羽
・
陸
奥
・
毛
野
・
上
総
・
信
濃
か
ら
伊
勢
・
加
賀
・
丹
後
・
備
前
・
備

中
・
長
門
・
伊
予
・
九
州
各
地
か
け
て
散
在
す
る
と
わ
か
っ
た
。 


